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　 匸概要】

　本研 究で は兵庫 県南部地震 に より大 きな被害を受けた芦屋市に つ い て 、 圃定資産税台帳デ ー

タ を用い た建築物被害分析の速報を示した 。

　木造 ・非木造ともに建築年代が古い ほ ど被害率が商 く、 その傾向は木造 ・S造 ・軽量 S造にお

い て 顕著で ある 。 また、木造 と木質系プ レ ハ ブ で は建築年代別棟数比率と 地域分布に違い が あ

るため、被害の 差が 実際以上にあ っ たか の ように見えて い ることも明 らか に なっ た 。

　こ の ような建築物の構造 ・建築年代などの デ
ー

タと被害の相関関係を分析 してお けば、他都

市に お い て も建築物の脆弱性分布や地震発生時の 被害棟数などを予測するため に用い ることが

で きる 。 今後は、 1）用ta　・床面積など他の項 目デ
ー

タを用い た詳細分析、 2）他の 建築物被

害調査データとの 比較分析 、 3）地震動 と建物被害との 関係などの分析を引き続 き行 い た い
。
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1 ．は じめ に

　芦屋市 1） は、1995年兵庫県南部地震 （阪神 ・淡路大震災）によ っ て建築物全壊 4．722棟

（30．6％）、半壊41060棟 （26．3％）、一
部損壊4．757棟 （12．2％）とい う未曾有の被害 （平成7

年9月30 日現在）を被 っ た 。 建築物が甚大な被害を受けた要因につ い ては、強い地震動に加え

て、古い 木造家屋 や新耐震基準以前の非木造建築物など脆弱な建築物に被害が集中したこ とが 、

さまざま な 調査で報告 され て い る 。 しか しこ れらの 髑査 は 、 建築物の築年数は 目視または ア ン

ケ ート調査に よ っ て推定された もの が多く、嬲査地域 も狭い 範囲に限定されて い る 。

　本研究におい ては 、芦屋市か ら入手した建築物1棟 ごとの構造 ・建築年代 ・階数 ・屋根種類 ・

用 途 ・床面積などの デ
ータ と被害ラ ン ク （全壊 ・半壊 ・一部損壊）を粛 い て 、主 に構造 ・建築

年代に着 目した被害分析を行い
、 ここにそ の結果の概要を報告する 。

2 ．使用 し た デ ータ

　使用した建物デ
ー

タは 、 建築物1棟ごとの構造 ・建築年代などを正確に つ かむこ とが で きる

唯一
の もの で ある e また 、 被害ラ ン ク は 、震災後 、 市が 固定資産税の 減免の ため に調査 （平成

7年7月宋現在） した もの で あり、減免率に よ っ て全壊 （10割滅免） ・半壊 （5割減免） ・一部

損壊 （2割減免）とい う被害ラ ン ク で ある 。 なお、芦屋市にお い て は市民 の混乱 を招かな い た

め 、 消防局が罹災証明発行のため に調査 した被害ラ ン ク基準と同
一

の もの とな っ て い るが、建

築学会な どが震災調査を実施した被害ラ ン ク基準とは同
一

でな い 。 また、 全壊 ・半壊 ・一部損

壊の なかに は 、 震動 ・液状化による損壊家屋 の ほか に 、 火災による焼失 （全焼 11 、 半焼 1、 部

分焼7） ・宅造地崩壊 （棟数不明）による損壊家屋 も含ま れ て い る 。

3．趣貘物被害の 分析 と考寮

3 ，1　 市全体の 構造 別建築物被害

　芦屋 市全体に つ い て の構造別被害棟数 、 構造別被書率を図1 、 図2に示す。 全壊、半壊、一部

損壌、そ の 他を合わ せ る と構造別建物棟数になる 。 震災齣の芦屋市は 木造建築物が約70％、鉄

筋 コ ン ク リ
ー

ト （RC）系建築物が 17％、鉄骨 （S）系建築物が 10％で あっ た。

　木造建築物は全壊率約40％
．半壊率約 30％ と被害が特に 大 きい 。 こ れ に比較 して 木質系プ レハ

ブ建築物 （木質系P）は全壊率2％、半壊率と合 わせて も30％である 。 また、RC造の全半壊率
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図 1　建築物の構造別被害棟 数 〔市計〕
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図 2　廻 築物 の 構造 別 被轡率 〔市断）

20％に比べ て 、 SRC造、　 S造の全半壊率がそれぞれ 60％ 、 40％ と目立つ
。
　S造プ レハ ブ建築物

（S・P）は被害率が高 い が 、棟数が 14棟 と少な い た め統計的な解釈をする こ とは む つ か しい
。

また 、 軽量 S造建築物 （軽量S、鉄骨厚4mm 未満）はS造の約2倍の全壊率であるこ と 、 軽量S造

の なかで もプ レハ ブ造 （軽量 S・P、 おおむね住宅と考えられる）の ほうが被害率が小 さい こ と

な どが特記で きる 。 なお 、こ れ らの 被害に は震動に よる被害の ほ か に液状化 に よ る被害 （ほと

ん どが半壊）が多数含まれ て い る 。

3 ．2　 市全 体 の 幡造 ・ 建薬年代別建物被寶

　阪急電鉄 〜旧海岸線36町を対象と した主な構造別の建築年代別被書率を図3に示す 。 阪急電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
鉄以北は宅地造成地 の被害 、 芦屋浜は液状化被害が 顕著だ っ たため 、 両地域を除 くこ とに よ り

主 として揺れ に対する建築年代 別被害率 を分析す る こ とがで きる 。 なお 、 構造区分は木造、木

質系プ レ ハ ブ
、 RC 造 （SRC造を含む） 、 S造 （プ レハ ブ造を含む）、軽母S造 （プレハ ブ造 を含

む）の 5区分 、 建築年につ い ては木造はおおむね 10年ごとの 5区分 、 RC造 ・S造・軽量S造は耐

震基準改正 の 昭和 46年、昭和 56年を境に区分 した。図3か ら以下 の ようなことが言える 。

  木造建築物は建築年代が古い ほど被害率が高い 傾向が顕著である。

  木質系プ レ ハ ブは数棟 を除き昭和46 年以降の建築物で ある こ とか ら昭和 55年を境 に分析 し

たが 、 建築年代によ る被書率の 差は見 られない 。

  RC 造 ・S造 ・軽量 S造ともに建築年代が古い ほ ど被害率が高い 傾向が見え 、 その 傾向はRC 造

よ りもS造 ・軽量 S造にお い て 顕著で ある 。

　また、図4にRC造 ・S造 ・軽量 S造の階数別被害率 （阪急電鉄〜旧海岸線 の 36町を対象）を

示 したが 、 建物階数が高い ほど被害率が高い 傾向が見られ る 。 特に 、RC造につ い て は7階建以

上 の被害率が 高 く、さまざまな調査 に おい て指摘され る 傾向と同様で ある 。
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図 3　構造別建 築年代別被害率 （阪怠寛鉄、1日海岸線36町）
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3 ．3　被害の 分布 に つ い て

　建築年代別木造建築物 の 全壊率図を図5に示 す。 また 、 地域ブ ロ ッ ク ご との木造 ・木質系プ

レ ハ ブ建築物の棟数 ・被害率を図6に示す 。 これ らより、 以下の こ とが い える 。

  木造建築物 ：m 芦屋駅 の南 、 芦屋川以西 の 木造住宅の全壊率が高い
。 阪急電鉄線〜旧海岸線

に至るほとん どの町で全壊率が40％を越 えて お り、 木造全壊率80 ％の 町が 4 町 （清水町 ・津知

町 ・前田町 ・大桝町）ある 。 芦屋浜地区6町の被害はほ とん どが液状化被害による もの で あり

全壊建物はな く、 半壊建物が多い 。 図5か らどの 町にお い て も、 新 しい 木造建築物ほど全壌 ・

全半壊率が小 さ くなる傾向が見られるが 、 上記4町では昭和56年以降の 建築物 も全壊率が40％ 、

以上 であり、 同地域における地震動が い か に大きか っ たか を示 してい る もの と考えられる 。

  木質系プ レハ ブ建築物 ：図6か ら芦屋市の木質系プレハ ブは阪急電鉄線以北 と芦屋浜に多く、

昭和55年以前建築物は絶対数 、 存在比率ともに少な い こ とがわかる 。 昭和 56年以降の 建築物

で は木造と木質系プ レハ ブ の全壊率比は、木造 プ レハ ブ全壊家屋が ない 43号線〜旧海岸線ブ ロ

ッ クを除い て約1、5倍 で あ り、 全地域 ・全建築年代を対象とした木造 ：木質系プ レハ ブの全

壊率比約25 ：1ほ どの 差 が な い こ とがわかる 。 また 、特に揺れが激 しか っ たと推定される清水 ・

津知 ・川西3町に限れば、 昭和46以降の 木造全壊率平均73 ％ （161棟中118棟全壊）に 対 して 、

木質系プ レハ ブは平均全壊率22％ （18棟中4棟全壌）で あっ た。 以上から芦麗市に限っ て言

えぼ 、 建築年代別棟数比率 と地域分布の差が 、 木造と木質系プ レ ハ ブ の被害の 差を実際以上に

あ っ たか の ように 誇張 して い ると考えられる 。
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図 6　 地域ブ ロ ッ ク ご との木造 ・木質系 プレハ ブ 建物 の 棟数 ・被雷率

4 ．ま とめ

　本研究では兵庫県南部地震により大 きな被害を受けた芦屋市につ い て、固定資産税台帳デ
ー

タを用 い た建築物被書分析の速報を示 した 。 既に報告されて い るさまざまな知見を裏付 ける統

計デ
ー

タを得る こ とが で きた とともに 、 新 しい 知見 も得 られた 。
こ の ような建築物の 構造 ・建

築年代などの デ
ー

タと被害の相関関係を分析 しておけば 、 他都市に お い て も建築物 の 脆 弱性分

布や地震発生時の被害棟数などを予測するため に用い るこ とがで きる 。 今後は、 1）階数 ・用

途 ・床面積など他の項 目デー
タを用 い た詳細分析 、 2）他の建築物被害調査デ

ータ との 比較分

析、3）地震動 と建物被害との 関係 などの分析を引 き続き行い た い
。

　貴重なデ
ータ を提供 して い ただ い た芦屋市の関係各位に謝意を表します 。
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